
14 13

４
月

小
学
生
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
第
２
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン

ト
大
賞
」
自
治
大
臣
か
ら
受
賞

４
月

歌
津
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

５
月

カ
ナ
ダ
か
ら
魚
竜
化
石「
シ
ャ
ス
タ
ザ
ウ
ル
ス
」（
レ
プ
リ

カ
）寄
贈

７
月

第
10
回
記
念
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
平
成
の
森
で
開
催

平
成
11
年

1
月

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
開
始

４
月

町
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
、
名
誉
町
民
顕
彰
式
・
記
念

式
典
同
時
開
催

４
月

名
誉
町
民
に
畠
山
郁
朗
翁
・
佐
藤
榮
太
郎
翁
の
両
氏
推
戴

４
月

歌
津
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
発
足

４
月

歌
津
町
健
康
づ
く
り
計
画
策
定

５
月

ド
イ
ツ
、
ホ
ル
ツ
マ
ー
デ
ン
よ
り
魚
竜
化
石（
１
億
８
千

万
年
前
）魚
竜
館
に
納
入
さ
れ
る

５
月

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
希
望
が
丘
」
オ
ー
プ
ン

７
月

「
世
界（
５
ヶ
国
）の
魚
竜
化
石
」
特
別
展
示

７
月

石
泉
地
区
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
い
ず
み
」
オ
ー
プ
ン

８
月

町
制
施
行
40
周
年
記
念

８
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
夏
期
巡
回
「
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
開
催

９
月

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
2
0
0
0
日
達
成

10
月

山
形
県
立
川
町
と
友
好
町
締
結

10
月

第
７
回
中
学
生
国
外
交
流
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
両
国
訪
問

11
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
ベ
ザ
ー
ノ
町
と
国
際
友
好
都
市
盟
約

締
結
（
ベ
ザ
ー
ノ
町
長
以
下
30
名
来
町
）

11
月

国
際
魚
竜
サ
ミ
ッ
ト
「
魚
竜
化
石
と
自
然
史
博
物
館
」
開

催

11
月

広
域
農
道
歌
津
工
区
開
通
式

平
成
12
年

１
月

津
龍
院
で
「
龍
の
爪
」
12
年
ぶ
り
に
公
開

１
月

歌
津
中
学
校
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

２
月

歌
津
町
漁
業
協
同
組
合
新
事
務
所
並
び
に
漁
業
活
性
化

推
進
施
設
完
成

11
月

歌
津
中
学
校
屋
内
体
育
館
並
び
に
柔
剣
道
場
落
成

11
月

宮
城
の
創
作
郷
土
芸
能
「
歌
津
龍
の
舞
」
ド
イ
ツ
で
公
演

11
月

第
１
回
中
学
生
国
外
交
流
、ド
イ
ツ
訪
問

平
成
６
年

３
月

伊
里
前
漁
港
２
種
漁
港
に
昇
格

４
月

少
子
化
対
策
「
ほ
の
ぼ
の
養
育
奨
励
金
」
制
度
開
始

９
月

浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
「
知
事
さ
ん
あ
の
ね
…
」
本
町
で

開
催

11
月

小
学
生
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
T
A
T
S
U
G
A
N
E
の
詩
」

「
潮
騒
の
ロ
ン
ド
」
初
公
演

平
成
７
年

４
月

町
社
協
、
在
宅
老
人
に
夕
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
開
始

５
月

平
成
の
森
長
期
滞
在
施
設
及
び
ア
リ
ー
ナ
落
成

７
月

「
広
報
う
た
つ
」
2
0
0
号
記
念
中
学
生
議
会
開
催

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
5，
7
7
5
人
　
　
世
帯
数
1，
3
7
5

世
帯

11
月

伊
里
前
保
育
所
移
転
新
築
落
成

12
月

志
津
川
消
防
署
歌
津
出
張
所
に
救
急
車
配
置

平
成
８
年

４
月

町
内
二
漁
協
合
併
、
歌
津
町
漁
業
協
同
組
合
誕
生

６
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
当
選

９
月

本
吉
郡
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
歌
津
中
学
校
初
の
男

女
優
勝

10
月

名
足
小
学
校
校
舎
新
築
落
成

平
成
９
年

４
月

ご
み
収
集
に
指
定
袋
制
導
入

８
月

Ｊ
Ｒ
歌
津
駅
、
乗
車
券
・
特
急
券
・
指
定
券
等
Ｊ
Ｒ
線
全

切
符
発
売
開
始

12
月

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
全
線
開
通
20
周
年
迎
え
る

平
成
10
年

３
月

町
道
白
松
線
拡
幅
改
良
工
事
完
成

本吉郡中学校駅伝競走大会で歌津中
学校初の男女優勝（平成8年） 伊里前保育所落成（平成7年）

名足小学校校舎新築落成（平成8年）名足小学校新校舎落成（平成8年）

名足小学校旧校舎

町道白松線拡幅改良工事完成（平成10年）

歌津町在宅介護支援センター開設
（平成10年）

第2回ふるさとイベント大賞受賞
（平成10年）

第10回記念東北ブロック・グラウンドゴルフ大会平
成の森で開催（平成10年）

イタリア共和国ベザーノ町国際友好都市締結（平成11年）

グループホーム「希望が丘」オープン（平成11年）

NHKラジオ夏期巡回「ラジオ体操会」開催（平成11年）

立川町友好町締結（平成11年）広域農道歌津工区開通式（平成11年）

思
い
出

霊
峰
田
束
山
を
背
に
リ
ア
ス
式
の
海

に
面
し
た
、
風
光
明
媚
な
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
素
晴
し
い
町
に
生
ま
れ
育

ち
農
林
業
を
営
み
な
が
ら
、
59
年
間
お

世
話
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
34
年
町
政
施
行
以
来
46
年
余

り
、
海
山
大
地
の
恵
み
を
頂
き
な
が
ら

単
独
町
村
と
し
て
き
め
細
か
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
出
来
人
々
の
生
活
も
人
情
み

が
あ
り
、
活
力
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い

町
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
中
私
も
様
々
な
思
い
出
や
体
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
青
春
時
代

青
年
団
活
動
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
青
少
年

ク
ラ
ブ
等
で
多
く
の
友
や
仲
間
同
志
で

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
劇
、
盆
踊
り
大
会

に
参
加
を
し
青
春
時
代
を
楽
し
ん
だ
事

を
思
い
出
し
ま
す
。
又
町
民
運
動
会
、

部
落
対
抗
野
球
大
会
な
ど
１
区
の
区
長

さ
ん
と
共
に
体
育
推
進
員
と
し
て
選
手

の
選
考
を
お
願
い
に
苦
労
し
な
が
ら
も

優
勝
出
来
て
喜
び
合
っ
た
事
も
思
い
出

し
ま
す
。
私
も
来
年
還
暦
を
迎
え
ま
す

が
歌
津
町
も
46
年
余
り
の
歴
史
と
文
化

を
残
し
10
月
１
日
南
三
陸
町
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

両
町
と
も
同
じ
様

な
産
業
形
態
で
す

の
で
お
互
い
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し

合
併
し
て
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
町

に
な
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。

（中在）

千葉 享さん

（1994～2000）

「
み
な
と
分
校
な
か
ま
」へ
の
手
紙

拝
啓
　
港
分
校
同
窓
生
に
お
か
れ
ま

し
て
は
皆
様
、ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
孫
ま
で
、
３
代

に
わ
た
り
学
び
遊
ん
だ
地
元
在
住
の
分

校
仲
間
も
し
っ
か
り
と
ふ
る
さ
と
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

今
度
、
市
町
村
合
併
で
、
我
が
歌
津

町
と
隣
の
志
津
川
町
が
合
併
し
、
こ
の

10
月
１
日
に
「
南
三
陸
町
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
分
校
仲
間
と
し
て
、
愛

郷
の
地
「
港
」
を
あ
と
に
し
て
何
年
が

経
ち
ま
す
か
。
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
「
港
分
校
」
は
、
歌
津
町
史
に
よ
る

と
、
遠
く
は
明
治
20
年
に
設
置
さ
れ
、

時
代
の
変
遷
を
経
て
昭
和
45
年
３
月
を

以
て
廃
校
に
な
る
ま
で
実
に
80
年
余
の

長
き
に
わ
た
り
港
地
区
の
生
活
、
文
化

の
拠
点
と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
、
昭
和
52
年
の
鉄
道
の
開
通
、

粉
塵
を
上
げ
て
い
た
で
こ
ぼ
こ
国
道
の

整
備
の
中
で
分
断
さ
れ
、
今
は
港
海
苔

店
の
工
場
と
し
て
、
ス
レ
ー
ト
葺
き
の

校
舎
の
一
部
に
面
影
を
と
ど
め
る
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
思
い
出
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
学
舎
が
消
え
た
こ
と
は
残
念
で
す

が
、
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
港
地
区
は

昔
の
面
影
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
変
わ

り
、
大
き
く
発
展
し
、
皆
さ
ん
元
気
で

楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安

心
下
さ
い
。

分
校
の
上
に
あ
っ
た
小
高
い
森
の
中

か
ら
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

て
い
た
、
久
須
志
神
社
は
時
代
の
移
り

変
わ
り
を
見
守
り
な
が
ら
、
今
も
、
皆

さ
ん
や
、
港
地
区
民
の
安
寧
を
願
い
静

か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
「
港
分
校
」
は
地
区

民
の
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、「
記
念
館
」

と
い
っ
た
震
災
記
念
館
で
の
青
年
団
の

主
催
す
る
村
祭
り
や
、
芝
居
映
画
鑑
賞

な
ど
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
の
み

ん
な
の
楽
し
み
の
場
で
し
た
ね
。

「
朝
読
み
会（
あ
さ
よ
み
会
）」
と
い

っ
て
夏
休
み
に
な
る
と
、
早
朝
に
分
校

に
あ
つ
ま
り
、
先
輩
が
小
さ
い
子
を
面

倒
見
な
が
ら
勉
強
さ
せ
る
、
集
ま
り
が

あ
り
ま
し
た
ね
。

み
ん
な
の
思
い
出
を
大
切
に
し
、
皆

さ
ん
の
心
の
ふ
る
さ
と
「
港
分
校
」
に

共
に
学
ん
だ
仲
間
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。
新
町
に
な
っ
て
も
、「
ふ
る
さ
と
、

港
」
は
い
つ
ま
で
も
皆
さ
ん
を
忘
れ
ま

せ
ん
。

敬
具 （港）

高橋 正さん

M
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あ
の
日
あ
の
時


